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Summary

　It　is　speculated　that　the　glass　beads　used　in　dly－heat　sterilizers　adhere　to　the　sterilizing

endodontic　instruments，　such　as　cotton　pellets，　and　are　carried　into　root　canals　resulting　in

the　closing　ofroot　canals．

　This　study　was　done　to　establish　the　smallest　see　of　glass　bead　possible　to　use　that　would

not　close　prepared　root　canals．

　The　results　were　as　f（）llows：

1．In　the　case　of　the　single　rooted　too七h　with　one　root　cana1，　almost　no　glass　beads　of　2．0

　1nm　in（liameter　closed　the　root　canals，　and　very　fbw　2．5　mm　beads　closed　the　root　ca－

　nals．

2．In　molars，　it　was　observed　that　2．0　mm　glass　beads　could　not　enter七he　root　canals　at　alL

緒 言

　歯科治療において診療用器具類の先端部分は，

ロ腔内の組織に触れることが多く，触れると殆ど

は細菌に汚染される．一方歯科治療では厳重な無

菌的処置を必要とすることが多く，特に根管治療

では根管内に生体の防御作用が及ばないため，根

管内に挿入する器具類は滅菌されているものを使

用しなくてはならない1・2）．ブローチ綿栓や小綿

球は手で巻いて作るので，滅菌グロープを装着し

ていても診療中に滅菌していない場所に触れて，

手は汚染されてしまうことになる．この汚染され

た指を使って巻かれるブローチ綿栓や小綿球は，

当然汚染されるので再滅菌しなければならない．

この再滅菌にモルテンメタル滅菌器3～5）を使用し

てきたが，近年モルテンメタルの主成分の一つで

ある鉛の人体への為害作用6）が危倶され，このた

めモルテンメタル滅菌器の使用が困難になった．

（2000年4月14日受付；2000年11月10日受理）
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現在為害作用がなく，モルテンメタル滅菌器に替

わりうるとされる簡易乾熱滅菌器は，数種類市販

されている7～12）．その内の一つであるガラス小球

を使用する簡易乾熱滅菌器についての，臨床応用

を検討することにした．まずガラス小球にはどの

位の粒径ものを用いれば，根管を閉塞するおそれ

が無いかを調べたのでその結果を報告する．

研究資料と方法

1．被検歯

　被検歯は歯冠歯質の大部分が残存していて，十

分に髄室開拡ならびに根管の拡大形成が行われた

症例の，根管充填直後の正放射線投影により撮影

されていると判定できた，デンタルフィルムを資

料として用いた．被検歯の根管は，一単根管歯（166

歯）および大臼歯の単根管の根（147根管）を調

査に用いた．単根管歯群と分類した歯種は，上顎

前歯，上顎第二小臼歯，下顎前歯，下顎小臼歯で

あった．大臼歯群の単根管の根と分類した歯種は

上顎大臼歯の3根管（根）と下顎大臼歯の遠心根

管（根）であった（表1）．

表1：被検歯の分類

大臼歯

大臼歯

大臼歯

単根管歯

図1：判定基準：不良

単根管歯

図2：判定基準：概良

単根管歯

単根管歯群

・上顎前歯

・上顎第二小臼歯

・下顎前歯

・下顎小臼歯

2、調査方法

大臼歯群

　・上顎大臼歯の3根管

　・下顎大臼歯の遠心根管

　選んだデンタルフィルムをニコン製万能投影機

V－12を用いて10倍に拡大し，この拡大図に小球

の粒径を10倍に拡大した直径10，15，20，25，30

mmの円を当てて，この円が根管内のどこまで

入り込むかを調査した．判定基準は，単根管歯で

は両隣接面の歯頸線を結んだ線を根管口開口部と

し，大臼歯では髄室より根管に移行する位置を根

管口開口部とした．根管口開口部から根管内に円

即ち小球が完全に入り込んだ状態を不良例（図

1）とし，根管ロ開口部より円が半分以上入り込

んだ状態から，円の上縁が根管開口部にi接してい

る状態を概良例（図2）とした．根管口部より円

が半分以上歯冠側にある状態を良好例（図3）と

した．また単根管歯群に限り円の下縁が，根管口

開口部より上方にある状態を特良例（図4）とし

図3：判定基準：良好

単根管歯

図4：判定基準：特良

た（表2）．

　この判定基準は，臨床で小球が根管内に入り込
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表2：判定基準
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不良：根管口開口部から根管内に円が完全に入り

　　　込んだ状態

概良：根管口開口部から円が半分以上入り込んだ

　　　状態から円上縁が根管ロ開口部に接してい

　　　る状態

良好　根管口開口部より円が半分以上歯冠側にあ

　　　る状態

特良：単根管に限り円の下縁が根管口開口部より

　　　上方にある状態

むおそれが無いか，または入り込んでも除去の可

能性を考えて作った．即ち不良例は根管を閉塞し

ていて除去不可能、概良例は除去はできるが周囲

の歯質の除去を必要とし，良好例は小球が全く入

り込まないか，例え入り込んでも探針等で容易に

除去できるものである．特良例は入り込んでも極

めて容易に除去できるものである．大臼歯群に特

良例を設けなかったのは、入り込んでもピンセッ

トで挟んで取り出すだけで，除去操作というほど

の操作を必要としないためである．

調査結果
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図5：ガラス小球の粒径と根管口部との関係

　　　　　　単根管歯群

表4：ガラス小球の粒径と根管口部との関係

　　　　　　　大臼歯群

㎜
不　良
（例数）

概　良
（例数）

良　好
（例数）

　結果は円を元の数値に戻して，即ち110の数

値にして示した．単根管歯群166例での調査結果

は粒径1．Ommの小球では全て不良と判定された

が，小球が大きくなると入り込むものは少なくな

り．不良は粒径1．5mmでは130例（78．3％）も

あったが粒径2．Ommでは38例（22．9％）に減少

し，粒径2．5mmでは2例（1．2％）でこの2例

はいずれも上顎犬歯の根管であった．粒径3．O

mm例では不、良は無くなった（表3，図5）．大

臼歯群147例では不良は粒径1．0皿mと1．5mmに

見られたのみで，粒径2．0皿m以上では全く無

く，また粒径2．Ommでは概良も5例（3．4％）

表3：ガラス小球の粒径と根管口部との関係

　　　　　　　単根管歯群

不良概良良好特良（例数）　（例数）　　（例数）　（例数）
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図6：ガラス小球の粒径と根管口部との関係

　　　　　　　大臼歯群

であった．更に粒径2．5　mrn以上では全て良好で

あった（表4，図6）．
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　根管内にガラス小球を持ち込む危険性は，小器

具の滅菌では考えなくてよいが，問題になるのは

ブローチ綿栓と小綿球についてである．この中プ

ローチ綿栓は，本学で用いているように根元まで

綿花をブU一チに巻き付ける方法を採用すると，

ガラス小球が綿栓に付着してそのまま根管内に持

ち込まれるおそれは，粒径1．0㎜以上のガラス

小球では無いとしてよい．しかし小綿球について

は，単根管歯では比較的小さい小綿球を用いる

が，一方大臼歯では単根管歯に用いるものより大
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きい綿球を使うことがある．この場合小さなガラ

ス小球では，小綿球に付着してそのまま根管内に

持ち込まれるおそれがある、今回得られた結果で

は，粒径2．Ommのガラス小球を用いれば大臼歯

では安全であり，また単根管歯でも根管を閉塞す

るおそれは非常に少ないことが判明した．

　滅菌に使用するガラス小球は，以前栗山4，が粒

径1．5mmと3．　O　mmのガラス小球と小鋼球をそ

れぞれ用いて実験した結果，粒径1．5mmの方が

3．Ommよりガラス小球でも小鋼球でも，滅菌に

要する時間が有意に短かったことを報告してお

り，粒径2．Ommのガラス小球を用いるのが安全

でかつ滅菌効果も高いものと思われる．

　参考に，現在市販されているガラス小球を用い

る簡易乾熱滅菌器の中で，サンデンタル社のガラ

スビーズ滅菌器，東京歯材社のKing　Fisher滅菌

器，ヨシダ社のビーズ260　Kの3機種を選び，こ

れらの滅菌器のガラス小球ユ00個の粒径を判定し

た．その結果，いずれの機種も粒径2．Omm前後

のガラス小球を用いていることが判明し，今回得

られた結果と一致していた（表5，図7）．

表5　使用されているガラス小球の直径（m団）

サンデンタル　キングフィッシャー 260K
n＝工00 n＝100 n＝100

平均値 1．96 2．29 2．33

最小値 1．79 1．98 2．08

最大値 2．10 2．76 2．77

標準偏差 0．07 0．18 0．14
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図フ　使用されているガラス小球の直径の平均値

結 論

　簡易乾熱滅菌器に用いられているガラス小球

が，滅菌する歯内療法用小器具類に付着して根管

内に入り込み，根管を閉塞するおそれがある．そ

こで拡大・形成された根管内に，入り込んで根管

を閉塞しない最小の粒径を調べたところ，以下の

結果が得られた．

　1．単根管歯において粒径2．Ommのガラス1J・

球は．根管を閉塞するおそれは非常に少なくな

り，粒径2．5mmでは危険はほとんど無くなっ
た．

　2．大臼歯では粒径2．Omm以上のものは，根

管内に入り込むおそれが全く無いことが判明し
た．
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